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　町の出来事や頑張っている皆さんを
紹介するアラカルトコーナー。
　このコーナーでは、皆さんからの
情報をお待ちしています。
〒289-2292
多古町役場企画空港政策課広報係
☎76-5409

多古高生が先生役に

子育て世代の大きな味方

地域の伝統神事

江戸時代へタイムスリップ

子どもたちの成長と健康をお祈りして チャリティーグラウンドゴルフ

　5月から始まった全10回の多古高開放講座の閉校式
が12月7日に行われました。講座は草花の寄せ植えから 
始まり、うどん作りや梨ジャム作り、ミニ門松の作成など
の興味を引く講座ばかりです。普段は教えられる立場の 
生徒たちですが、この開放講座では教える立場となり、最
初は少し恥ずかしそうに接していた生徒たちも、回を重

ねるごとに10名の 
受講生に対して、
明るく丁寧に接し
ていたのが印象的
でした。今年も笑
顔があふれる開放
講座となりました。

　11月24日、明治牛乳多古宅配センターと『災害時におけ
る飲料及び乳児用ミルクの供給協力に関する協定』を締結し
ました。今回、町立図書館に明治牛乳の自動販売機が設置さ
れたことに伴い本協定を締結したもので、災害時には自動販
売機内飲料の無償提供や乳児用ミルクを優先的に供給してい
ただくこととなりました。また、備蓄用のキューブスティッ
クタイプの粉ミルクも提供していただき、今後も消費期限に
応じて定期的に更新されます。防災分野においても、過去の
災害教訓を踏まえると同時に、女性の視点を取り入れて災害
に備えることが重要となります。本協定の締結により、子育
て世代のニーズに対応する備えがより充実することとなりま
した。今後もあらゆる視点で各世代のニーズを捉え、町の防
災体制の構築を進めてまいります。

　牛尾上郷と下郷地区で11月13日、五穀豊穣や家内安全、天下泰
平などを祈願する神事「牛尾の蛇祭り」が開催されました。稲わ
らで作られた10mはあろうかと思われる蛇を担ぎ、上郷地区は潮
神社へ、下郷地区は白幡神社へと目指します。
　今回お邪魔したのは下郷地区。担ぎ手の男性たちは特徴的な化
粧をしてから大蛇を担ぎ、当番家を勢いよく飛び出し、蛇行しなが
ら白幡神社へと練り歩きました。墨が付いたダイコンを持った童
化といわれる子どもに墨をつけられた者は、1年間健康に過ごせ
るといわれており、嬉しそうに付けてもらう関係者や見物客の姿
が印象的でした。役目を果たした蛇は、しっかりと鳥居に巻きつ
けられ、1年間しめ縄の代わりとなるそうです。祭りが終わって
からも、この蛇が地域の皆さんを見守ってくれることでしょう。

　11月27日、町内小学校の4～6年生からなる多古っ子カレッジの第6回講座で測量 
体験が行われました。当日の朝8時30分から香取市の「NPO法人小野川と佐原の町
並みを考える会」の14人のご指導の下に、『郷土の偉人伊能忠敬に学ぶ～地図つくり』
を実践しました。参加した21人の子どもたちは、昔の測量器具などの使い方に戸惑い
ながらも、江戸時代にタイムスリップしたかのように、みどりの広場周辺の測量を行い
ました。その後、コミュニティプラザ内で、
自分の歩測1歩分の長さと歩数をもとに方
位や縮尺を計算したうえで、簡単なスケッ
チ入りの地図をグループごとに作成しま
した。
　500mほどの短い測量でしたが、伊能忠敬 
の苦労と偉大さが身に染みた貴重な体験
となりました。

　秋晴れとなった11月13日、大宮大神で子どもの成長
を祝う行事の七五三祈願祭が行われました。七五三を迎
え、華やかな衣装に身を包み千歳飴を手にする10名の子
どもたち。ご祈願が始まるとちょっと緊張した面持ちで
したが、神主から祝

の り と

詞、お祓
はら

いを受け、神主ら大人たちを
真似て、上手に玉

たま

串
ぐし

奉
ほう

奠
てん

をすることができました。見守 
るご家族のほほ笑ましい表情も見え、温かい気持ちに 
なる一日でした。

　11月8日、老人クラブ連合会主催による第16回チャリ
ティーグラウンドゴルフ大会は104人が参加し、西古内
グラウンドにおいて開催されました。
　当日は、曇天で肌寒い天候のなかでしたが、参加者の交
流や親睦が図られ、はつらつとしたプレーが展開されま
した。集まった寄付金34,160円は多古町社会福祉協議
会に寄贈されます。

優勝：勝又　忠
　　（牛　尾）
２位：菅澤　毅
　　（高津原）
３位：菅澤義信
　　（高津原）

菅澤毅さん、勝又忠さん、菅澤義信さん

　11 月 1 日、成田空港貨物ターミナルを訪れた多古高生産流通
科の生徒たちは、実習で栽培した多古米コシヒカリ 60㎏とサツ
マイモ 30㎏をマレーシアに送りました。昨年 6 月に修学旅行と
して多古町を訪れたマレーシアのセリ・ハタマス校の生徒たちに、
町の魅力を知ってもらいたいとの思いから実現され、空輸に立ち 
合った 3 人の生徒のほか、多古高生産流通科の 3 年生の生徒 
たちの思いが海を渡るのです。海の向こうでの笑顔が思い浮かび
ます。

生徒たちの思いが海を渡る

2223 2017.1


